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※
Q

R
コ
ー
ド
を
読
み
取

る
と
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
へ 

ア
ク
セ
ス
で
き
ま
す
。 

６
月
４
日(

日)

広
瀬
総

合
体
育
館
で
、
広
瀬
地
区

卓
球
大
会
が
開
催
さ
れ
ま

し
た
。 

幅
広
い
年
齢
層
が
楽
し

め
る
卓
球
。
今
年
は
小
学

生
の
出
場
も
あ
り
ま
し

た
。
出
場
し
た
み
な
さ
ん

は
、
競
技
を
通
し
て
地
域
、

世
代
を
超
え
た
交
流
を
楽

し
み
ま
し
た
。 

第

回
広
瀬
地
区
卓
球
大
会 

結
果 

 ◎
団
体
戦 

一
位 

祖
父
谷
・
祖
父
谷
丁 

二
位 

石
原 

三
位 

志
多
町 

 ◎
シ
ン
グ
ル
ス
Ａ
ク
ラ
ス 

一
位 

岩
田 

敦(

栄
町)  

二
位 

鶴
原 

徹(

栄
町) 

三
位 

長
谷
川 

豊
（
八
幡
町
） 

四
位 

野
口 

詩
織(

旭
町) 

 

◎
シ
ン
グ
ル
ス
Ｂ
ク
ラ
ス 

一
位 

安
達 

広
隆(

祖
父
谷) 

二
位 

古
山 

修
一(

都
弁
志
呂) 

三
位 

北
脇 

盛
好(

祖
父
谷) 

 
 

 

石
飛 

司(

都
弁
志
呂) 

 

◎
シ
ン
グ
ル
ス
Ｃ
ク
ラ
ス 

一
位 

広
江 

智
美(

志
多
町) 

二
位 

米
田 

賢
司(

志
多
町) 

三
位 

松
岡 

淳
子(

石
原) 

 
 

 

山
崎 

茂
美(

富
田) 

 

◎
シ
ン
グ
ル
ス
Ｄ
ク
ラ
ス 

一
位 

大
草 

了
介(

志
多
町) 

二
位 

仙
田 

誠
人(

栄
町) 

三
位 

石
原 

正(

旭
町) 

 
 

 

昆
澤 

洋
平
（
石
原
） 

 

６
月
３
日(

土)

「
自
主
防
災
ひ
ろ

せ
総
会
」
が
開
催
さ
れ
、
防
災
委
員

を
は
じ
め
と
す
る
自
治
会
の
代
表

者
３５
人
が
参
加
し
ま
し
た
。
総
会

後
は
、
防
災
課
に
よ
る
出
前
講
座
が

開
か
れ
、
防
災
活
動
を
続
け
る
た
め

の
工
夫
が
話
さ
れ
る
と
、
参
加
者
は

熱
心
に
耳
を
傾
け
て
い
ま
し
た
。 

自
主
防
災
で
安
心
・
安
全
な
地
域
づ
く
り 

 

自
主
防
災
ひ
ろ
せ
会
長 

 

宇
田
川
茂
道 

 

自
主
防
災
ひ
ろ
せ
で
は
、
各
自
治
会
防
災

会
の
活
動
を
取
り
ま
と
め
て
い
ま
す
。
そ
の

報
告
か
ら
、
自
治
会
で
の
防
災
活
動
が
年
々

充
実
し
て
き
て
い
る
こ
と
が
わ
か
り
、
広
瀬

地
域
全
体
の
防
災
意
識
の
高
ま
り
を
感
じ

て
い
ま
す
。 

災
害
時
に
備
え
防
災
訓
練
を
行
う
こ
と

も
大
切
で
す
が
、
日
頃
の
挨
拶
や
地
域
の
集

ま
り
へ
参
加
す
る
こ
と
で
、
交
流
を
深
め
て

お
く
こ
と
も
防
災
の
ひ
と
つ
と
言
え
ま
す
。

ふ
だ
ん
の
近
所
づ
き
あ
い
が
、
い
ざ
と
い
う

時
に
隣
近
所
で
協
力
し
合
え
る
、
大
き
な
力

の
元
と
な
る
か
ら
で
す
。 

梅
雨
に
入
り
、
ゲ
リ
ラ
豪
雨
や
暴
風
雨
が

心
配
な
季
節
に
な
り
ま
し
た
。
災
害
に
は
、

私
た
ち
人
間
の
力
で
は
歯
が
立
ち
ま
せ
ん
。 

一
人
ひ
と
り
が
「
自
分
た
ち
の
命
、
地
域

は
自
分
た
ち
で
守
る
」
と
い
う
意
識
を
持

ち
、
地
域
で
安
心
し
て
生
活
で
き
る
よ
う
、

で
き
る
こ
と
か
ら
は
じ
め
て
み
ま
し
ょ
う
。 

   

自
主
防
災
ひ
ろ
せ 

防
災
研
修
会 

◎
日
時 

７
月
３０
日(

日)

午
前 

◎
会
場 

広
瀬
中
央
交
流
セ
ン
タ
ー 

※ 

詳
細
は
、
自
治
会
長
・
防
災
委
員
さ
ん

宛
に
文
書
を
送
付
し
ま
す
。 



 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

５
月
２９
日(

月)

下
山
佐
交
流
セ
ン
タ

ー
を
会
場
に
、「
下
山
佐
で
遊
ぼ
う
！
」

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
広
瀬
小
学
校
が

振
替
休
業
日
だ
っ
た
こ
の
日
、
２９
人
の

小
学
生
が
参
加
、
そ
の
う
ち
、
１８
人
は
、

バ
ス
タ
ー
ミ
ナ
ル
か
ら
下
山
佐
ま
で
歩

い
て
行
き
ま
し
た
。 

下
山
佐
で
は
、
竹
と
ん
ぼ
を
作
っ
た

他
に
、
パ
ン
を
焼
い
た
り
、
竹
で
工
作
を

し
た
り
と
、
子
ど
も
達
は
思
い
思
い
の

遊
び
に
熱
中
。 

開
催
を
心
待
ち
に
準
備
を
し
て
こ
ら

れ
た
地
域
の
み
な
さ
ん
は
、
元
気
い
っ

ぱ
い
の
子
ど
も
達
の
様
子
を
笑
顔
で
見

守
っ
て
お
ら
れ
ま
し
た
。
休
み
の
日
の

子
ど
も
の
居
場
所
作
り
が
、
地
域
の
み

な
さ
ん
の
交
流
の
場
と
な
り
活
力
に
も

つ
な
が
っ
て
い
ま
す
。 

  

平
成
２９
年
度 

広
瀬
交
流
セ
ン
タ
ー
関
連
事
業
（予
定
） 

 

４
月

 

１２
日 

見
守
り
隊
活
動
開
始
式  

２３
日 

青
壮
年
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会 

６
月 

１
日 

交
流
セ
ン
タ
ー
運
営
協
議
会 

３
日 

  

自
主
防
災
ひ
ろ
せ
総
会 

８
日 

広
瀬
小
交
通
安
全
教
室 

７
月
３０
日 

自
主
防
災
ひ
ろ
せ
研
修
会 

 
 
 

 
  

子
ど
も
見
守
り
隊 

納
涼
会 

８
月
１５
日 

盆
踊
り 

９
月 

 
 

 
 

広
瀬
小
見
守
り
遠
足 

 
 
 

 
 

 
 
 

囲
碁
大
会 

９
月
２４
日 

幸
盛
祭 

１０
月
１
日 

広
瀬
地
区
町
民
体
育
大
会 

１０
月
１８
日 

ワ
ン
コ
イ
ン
ラ
ン
チ 

１１
月
２３
日 

グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
大
会 

１２
月
２
・３
日 

 

ふ
る
さ
と
祭
り 

１２
月 

 
   

鼕
と
笛
の
練
習
会 

１２
月 

 
  

 

文
芸
作
品
集
発
行 

１２
月 

 
  

 

交
流
セ
ン
タ
ー
運
営
協
議
会 

１
月
１
日 

 
 

新
年
賀
会 

１
月
３
日 

 
 

鼕
揃
い
打
ち 

  

そ
の
他 

・ 

ビ
ジ
ョ
ン
作
成
事
業 

・ 

公
民
館
講
座
（健
康
・人
権
・歴
史
） 

 
 
 

 
  

・ 

青
少
年
育
成
研
修
・事
業 

 
 
 

 
 

・ 

安
来
市
共
育
協
働
活
動
推
進
事
業 

 
 
 

 
 
 

・ 

広
報
、
交
流
セ
ン
タ
ー
だ
よ
り
等 

 

「
ポ
ス
タ
ー
が
で
き
ま
し
た
！
」
６

月
の
あ
る
日
、
広
瀬
小
学
校
４
年
生
の

２
人
が
素
敵
な
手
作
り
ポ
ス
タ
ー
を
持

っ
て
来
て
く
れ
ま
し
た
。 

放
課
後
や
休
み
の
日
に
図
書
室
に
通

い
、
楽
し
そ
う
に
調
べ
も
の
を
し
て
い

た
２
人
。
町
の
人
へ
の
調
査
、
観
光
パ
ン

フ
レ
ッ
ト
な
ど
を
参
考
に
工
夫
が
満
載

で
す
。
驚
く
の
は
、
子
ど
も
達
が
自
主
的

に
作
っ
た
と
い
う
こ
と
。 

広
瀬
の
魅
力
を
広
め
る
に
は
ど
う
し

た
ら
い
い
か
、
も
っ
と
い
い
所
を
ふ
や

す
た
め
に
で
き
る
事
は
な
に
か
を
考

え
、
学
校
の
学
習
を
活
か
し
て
活
動
す

る
姿
は
頼
も
し
く
、
こ
れ 

か
ら
が
楽
し
み
で
す
。 

 

※
ポ
ス
タ
ー
は
広
瀬
交
流
セ
ン 

タ
ー
に
掲
示
し
て
あ
り
ま
す
。 

 

 
 

地
域
の
み
な
さ
ん
に
見
守
ら
れ
、 

真
剣
な
ま
な
ざ
し
で
小
刀
を
使
う 

子
ど
も
た
ち
。 

日時 7 月18 日（火） 

受付 １３：４５～（体験１４：１０～１５：３０） 

会 場 ： 島根県立情報科学高校 総合実践室 

対 象： 大人の方であればどなたでも 

募集人数： １０人（応募多数の場合は抽選） 

応募方法： 電話、もしくは申込書のＦＡ 

電 話：0854-23-2700／ＦＡＸ：0854-22-2933 

    （島根県立情報科学高校 担当・石倉） 
 

 ＊詳しくは回覧チラシをご覧下さい  

情報科学高校の生徒たちが 

優しく丁寧にお応えします！ 

 

 

 

 

 

情報科学高校 開放講座 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

６
月
８
日(

木)

広
瀬
小
学
校
で
、
１
・
２

年
生
を
対
象
と
し
た
交
通
安
全
教
室
が
実

施
さ
れ
ま
し
た
。
児
童
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
と
共
に
、

子
ど
も
見
守
り
隊
が
参
加
し
、
一
緒
に
安

全
確
認
を
し
ま
し
た
。 

２２
日
（
月
）
の
事
前
学
習
で
、
月
山
富
田
城

が
難
攻
不
落
の
山
城
と
し
て
、
高
く
評
価
さ
れ

て
い
る
こ
と
な
ど
を
学
ん
だ
生
徒
達
。
学
習
を

し
て
か
ら
登
る
こ
と
で
、
新
鮮
な
気
持
ち
で
石

垣
や
山
道
を
見
る
こ
と
が
で
き
た
よ
う
で
す
。 

 
 ５

月
２３
日
～
２５
日
の
３
日
間
、
広
瀬
中
学

校
の
生
徒
が
月
山
登
山
を
お
こ
な
い
ま
し

た
。
登
山
で
学
ん
だ
こ
と
や
感
じ
た
こ
と

を
元
に
、
３
年
生
は
絵
は
が
き
、
２
年
生
は

「
月
山
富
田
城
い
ろ
は
カ
ル
タ
」
を
作
成

し
ま
し
た
。 

 

＊
作
品
の
一
部
を
広
瀬
交
流
セ
ン
タ
ー
に 

展
示
し
て
い
ま
す
（
７
月
下
旬
ま
で
） 

 《
生
徒
の
感
想
よ
り
》 

・
登
っ
て
い
る
時
、
月
山
を
攻
め
よ
う
と
思
っ
た 

兵
士
た
ち
の
気
持
ち
が
分
か
る
く
ら
い
大
変 

で
し
た
。
私
た
ち
み
た
い
に
「
ま
だ
あ
る
の
か
」 

と
思
い
、
失
望
し
た
の
だ
と
思
い
ま
し
た
。 

・
月
山
は
戦
い
に
適
し
た
城
と
い
う
こ
と
が
、
全

体
を
み
た
り
し
て
よ
く
分
か
っ
た
。 

・
石
垣
に
は
、
積
み
方
に
名
前
が
あ
り
、 

び
っ
く
り
し
た
。
月
山
の
歴
史
に
つ 

い
て
も
深
く
知
る
こ
と
が
で
き
た
。 

日 時：７月１３日（木） 
１:４５～3：15 

会 場：広瀬中学校・多目的室 

講演内容：「一人芝居 君をいじめから守る」 

講 師：福永卓司さん（子どもの学び館代表取締役） 
 
「いじめ」に悩む少年が、その悩みを地域の大人や学校の先生、 

友人たちと解決していこうとする内容の芝居です。中学生と 

一緒に、地域のみなさんにも話を聞いていただく講演会です。 

どなたでも 

参加できます 

主催 安来市人権・同和教育推進協議会／ 

広瀬中学校ＰＴＡ／広瀬地域交流センター 

※詳しくは、回覧チラシをご覧下さい 

 

喫茶 広瀬のたまりば 

日 時：７月４日（火） 
９:３０～１２:００ 

（出入り自由） 

参加費：100 円  

広瀬のたまり場 

～夜の部～  

日 時：７月３０日（日） 
１８:００～２１:００ 

（出入り自由） 

参加費：1,000 円  

  

会場：広瀬中央交流センター（どちらも） 

※詳しくは、各戸配布チラシをご覧下さい 

お問合せ：広瀬交流センター  TEL 32-4138 

 

改
め
て
実
感
、
見
守
り
隊
の
意
義 

 

広
瀬
小
学
校 
教
頭 

安
達 

利
幸   

５
月
下
旬
、
１
本
の
電
話
連
絡
が
朝
の
職
員
室
に
あ
り
ま
し
た
。 

見
守
り
隊
の
方
か
ら
、「
集
団
登
校
の
途
中
で
体
調
の
思
わ
し
く
な

い
児
童
が
い
る
こ
と
に
気
づ
き
、
こ
れ
以
上
の
登
校
が
難
し
そ
う
な

の
で
自
宅
で
休
ま
せ
て
い
ま
す
」
と
い
う
お
電
話
で
し
た
。 

私
は
こ
の
報
せ
を
聞
き
、
す
ぐ
に
ご
連
絡
い
た
だ
い
た
お
宅
に
駆

け
付
け
ま
し
た
。
す
る
と
そ
の
方
は
、
家
に
連
れ
帰
っ
た
こ
と
を
済
ま

な
そ
う
に
し
て
お
ら
れ
ま
し
た
の
で
、
こ
ち
ら
こ
そ
大
変
お
世
話
に

な
っ
た
こ
と
、“
近
所
の
子
、
遠
く
の
子
”
と
分
け
隔
て
せ
ず
、
平
素

か
ら
ど
の
子
に
も
目
配
り
、
気
配
り
を
し
て
く
だ
さ
る
地
域
の
皆
さ

ん
の
存
在
の
大
き
さ
、
あ
り
が
た
さ
に
涙
が
出
る
ほ
ど
感
動
し
た
こ

と
を
お
話
し
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。 

日
頃
、
見
守
り
隊
事
務
局
の
皆
さ
ん
は
「
見
守
り
活
動
は
、
交
通
安

全
に
限
っ
た
こ
と
で
は
あ
り
ま
せ
ん
」
と
お
っ
し
ゃ
っ
て
い
る
の
で

す
が
、
な
る
ほ
ど
、
子
ど
も
た
ち
の
心
（
＝
挨
拶
の
様
子
や
表
情
）
や

身
体
の
状
態
に
気
を
か
け
て
く
だ
さ
る
こ
と
も
、
か
け
が
え
の
な
い

見
守
り
活
動
な
の
だ
と
改
め
て
強
く
認
識
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。
紙
面
を
お
借
り
し
、
改
め
て
深
く
お
礼
申
し
あ
げ
ま
す
。 

 

走
ら
な
い 

遊
ば
な
い 

飛
び
出
さ
な
い 

守ろう！ 

「は・あ・と」 
の約束 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

日にち 行事予定・サークル活動予定

1 土

2 日 第４８回バレーボール大会

3 月 手芸教室、バンビーキッズ

4 火 喫茶広瀬のたまりば

5 水 詩吟（幸）、太極拳、クラールン

6 木 詩吟（富）、フォークダンス、山陰蘭亭

7 金 太極拳、大正琴、ちぎり絵

8 土 セラバンド、川柳

9 日 創島書道会

10 月 手芸教室、バンビーキッズ

11 火 ひろせ短歌会、尼子まい舞クラブ

12 水 詩吟（幸）、太極拳、クラールン

13 木 絵画教室、詩吟（富）、すみれ

14 金 絵画教室、太極拳

15 土 エコバッグ教室、尼子写真クラブ

16 日

17 月 バンビーキッズ

18 火

19 水 詩吟（幸）、太極拳、クラールン

20 木 古文書、フォークダンス

21 金 手作りオモチャ

22 土 セラバンド

23 日 創島書道会

24 月 手芸教室、バンビーキッズ

25 火 尼子まい舞クラブ

26 水 山陰蘭亭、太極拳、詩吟(幸）、クラールン

27 木 絵画教室、詩吟（富）、すみれ

28 金 太極拳、絵画教室、大正琴

29 土

30 日 自主防災ひろせ研修会、たまり場～夜の部～

31 月 手芸教室、バンビーキッズ

富…富田川支部　　山陰蘭亭…山陰蘭亭書道会　

幸…幸盛支部　クラールン…クラールントゥルーベ

すみれ…コーラス

 

 

広瀬駐在所 32－2001栗原・坂本 

 

 
 

☆新着案内☆ 

・『考えて勝つ！少年野球』 

辻 正人／監修 茶留たかふみ／まんが 集英社 

・『中学英語で日本を紹介する本』 

 デイビッド・セイン／著 川出書房新社 

・『おじいさんと熊』戸渡阿見／著  たちばな出版 
  

☆この本に注目☆ 

『だからうまくいく 日本人の決まりごと』 

広田千悦子／絵・文 幻冬舎 

日本人はさまざまな作法でお付き合いを続けてきま

した。人と人との付き合いだけでなく、自然や神さま

とのつきあい、季節の習わしなど。なにげなく行われ

ているさまざまなお付き合いの由来を知り、何のため

に行うのか、なぜ続けられてきたのかなど、気づかさ

れる一冊です。 

 

広瀬小学校夏季休業のお知らせ 

７月２１日(金)～８月３０日(水) 

夏休みの間は、子ども達が地域で遊んだりする 
ことが多くなります。それぞれの地域で、見守っ 
て頂きますようお願い申し上げます。 

見守り隊・地域の皆様へ 

 

  

●子どもと高齢者の交通事故防止 

 ☆道路で子どもや高齢者を 

見かけたら、思いやりのある運転を 

実践しましょう。  

●シートベルトとチャイルドシートの正しい着用の徹底 

 ☆「車に乗れば、まずシートベルト」を習慣づけ、 

同乗者全員の正しいシートベルト着用を徹底し 

ましょう。  

●飲酒の根絶 

 ☆飲酒運転の危険性を家族・職場などで話し合い、 

「飲酒運転をしない、させない」を徹底しましょう。  

●過労・脇見運転の防止 

 ☆運転前に体調チェックをし、 

早めの休憩または運転交代を 

しましょう。 

第４８回広瀬地区バレーボール大会 

◎日時 ７月２日(日) 開会式：午前８時～ 

◎会場 広瀬中央公園総合体育館 

◎主催 広瀬地区体育協会 
詳細は各自治会体育委員まで。 

皆さんの応援をお待ちしています！！  

図書館歴史講座「安来探訪」 第２回講演会 

○日時 ７月１日(土) 午後１時３０分 

○会場 和綱博物館映像ホール(入場無料) 

○講師 高屋茂男氏 
（島根県立八雲立つ風土記の丘 学芸課長） 

安来市内の城跡は 80ヶ所以上もあるそうです。城跡

の痕跡を紐解き尼子氏が活躍した戦国時代を紹介し

ていただきます。 

主催 安来市立図書館（問合せ 0854-22-2574） 

 

（7/1～7/21） 
夏の 交通事故 防止運動 

 


